
　近年、九州・山口地域の中小企業におきましても、

新技術、新製品等の研究開発に対しては、各方面にお

いて支援策が講じられておりますが、そのニーズは

年々増大し、多様化していくものと思われます。

　一般財団法人 ふくおかフィナンシャルグループ企

業育成財団（福岡銀行が創立40周年を記念して設立

した財団法人。通称キューテック）は産業界、学界等

幅広く識者のご参加をいただき、地域の技術指向型

中小企業に対し、研究開発及び人材育成に対する助

成、講演会の開催、 情報の提供等各種の事業に取り

組んでいます。

〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階
TEL（092）723-2139  FAX（092）781-4210
URL:http://www.kyutec.or.jp
E-mail：info-fk@kyutec.or.jp

九州・山口の中小企業
の研究開発や企業化を
バックアップします
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助成金募集開始！
2022年度
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研究開発助成金 受賞（2020年度/5,000千円）



キューテック
助成金募集開始

2022年度

キューテック研究開発
助成金とは
　一般財団法人 ふくおかフィナンシャルグループ企

業育成財団（通称キューテック）は、九州・山口地域

におけるベンチャー企業・中小企業や大学・高専が

行う新技術・新製品等の研究開発に対して助成金を

交付しています。

　2022年度の助成金募集を開始いたします。

　九州・山口地域のベンチャー企業・中小企業、大

学・高専の皆さまからのたくさんのご応募をお待ちし

ております。
募集期間・説明会・選考方法などの詳細はキューテックHPをご覧ください！ 

【応募資格】

【お問い合わせ先】

原則として、創業後10年以内または新技術・新製品等の研究開発に取り組み後３年以内で

九州（沖縄県除く）・山口地域に本社があるベンチャー企業・中小企業。
または、九州（沖縄県除く）・山口地域の大学・高専。

研究開発助成・
プロジェクト募集！

〒810-0001  福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階
一般財団法人 ふくおかフィナンシャルグループ企業育成財団

TEL.092-723-2139  FAX.092-781-4210
（事務局  株式会社FFGベンチャービジネスパートナーズ）

https://www.kyutec.or.jp/index.html

【助成交付額】

助成決定時 前払い
５00万円以内/プロジェクト
募集期間：2022年7月1日～2022年9月30日

ベンチャー企業・
中小企業

【助成交付額】

助成決定時 前払い
５00万円以内/プロジェクト
募集期間：2022年4月1日～2022年6月30日

大学・高専
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株式会社Smolt
研究開発助成金 受賞（2020年度/4,200千円）

循環養殖によりサステナブルで
高付加価値な水産業の確立を目指す

地域の水産業の
課題解決を目指して
起業を決意

File.04

（株）Smolt（宮崎市）は、2019年に誕生した、サクラマス養殖事業を手掛

ける宮崎大学初の学生発ベンチャー企業である。宮崎県延岡市の海の養

殖場と宮崎県五ヶ瀬町の陸上養殖施設でふ化から成魚、そして採卵までを

循環させる循環養殖を行っている。

　Smoltの代表を務めるのは、岩

手県出身で、宮崎大学博士課程

に在学している上野賢氏である。

宮崎大学農学部の海洋生物環境

学科に入学後、学部３年次にサク

ラマスの研究を行っている内田

勝久教授の研究室に配属、以後

サクラマスの研究に没頭した。研

究の中で養殖サクラマスの生産

者と交流する機会も多く、現場の

課題を肌で感じたことが創業の

きっかけであった。元々研究ベー

スでは、サクラマスの完全養殖は

可能な水準にまで達していたが、

山間部でのマスの養殖業は、施

設の老朽化などもあり産業とし

て成立させるには難しい状況に

あった。一方で、海での養殖につ

いては、冬に育てる魚がないとい

う課題があった。山と海両方の養

殖業の課題解決に、自らの研究

が貢献できる余地がないかと考

えていた中で、大学のビジネスプ

ランコンテストに参加し、ビジネ

スとして課題解決に取り組むこと

への意義を感じ、起業を決意し

た。サクラマスが川から海に降る

際に体が銀色に変化する現象

「銀化」の学術用語からとった社

名「Smolt」には、生きるために自

らの体をも変化させるサクラマス

のチャレンジブルな生き様への

敬意を込めた。

　Smoltは、淡水と海水の両方を

用いた循環型の養殖を行ってい

る。「循環」の意味は、成長段階に

応じて山（淡水）と海（海水）を物

理的に行き来させるという意味

と、ふ化から採卵まで一貫した生

産体制により親から子へ世代を

循環させるという２つの意味が

ある。宮崎県五ヶ瀬町の山間部の

陸上養殖施設でサクラマスの稚

魚をふ化させて約１年間育成した

後、冬に宮崎県延岡市の海の養

殖場に運搬し、12月から4月の約

４カ月間海水で養殖、その後再び

淡水の施設に戻す。しばらく淡水

で育てると成熟してイクラを抱え

るようになり、イクラを採取して

出荷する。

岩手県出身。元々魚類に興味があり、魚類の勉強ができ
る環境を求め、2014年に宮崎大学農学部の海洋生物環
境学科に入学。2016年にサクラマスの研究を行う水圏生
物生理学研究室（内田勝久教授）に配属。大学院に進学
後、2019年にSmoltを設立。現在、宮崎大学大学院農学
工学総合研究科博士課程に在学。

上野　賢氏

代表取締役CEO

【プロフィール】

サクラマスの
循環養殖を実現
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　Smoltでは開業時、循環養殖

の要である魚の種の選抜を小規

模な施設で実施しており、さらに

拡大・発展させたい意向はあった

ものの予算的な制約でなかなか

進められないという課題を有し

ていた。キューテック助成金を活

用して、より現実の生産レベル

で、かつ自然環境に近い形での魚

の選抜体制を構築した。これによ

り、2021年に高温環境、高ストレ

ス環境に耐性のあるサクラマス

の種を選抜することができた。

　上野氏は、キューテック助成金

について、「スピードが速かった

点が大きなメリット。Smoltが事

業を進めたいタイトなスケジュー

ル感で提案したが、それにもかか

わらずスピード感をもって対応い

ただいた。また、Smoltの事業を

ともに発信していただけた点も

非常にありがたかった」と語る。

　Smoltはこれまで開発してき

た商品を本格展開し、天然に負け

ない循環養殖の魅力や価値を広

めていく。循環型の生産システム

だからこそ卵を取るタイミングを

選ぶことができる利点などを生

かし、さらなるおいしさを追求す

る意向である。

　また、事業の核である種の開発

をさらに進め、より高品質な幼魚

の提供を通じて地域の養殖業を

盛り上げていきたいという。さら

に、近年特に日本食への関心が

高まっているアジアについては、

「つきみいくら」の色味や形が中

華圏の嗜好に合っていると見て

おり、積極的に海外展開にチャレ

ンジしたいと考えている。

　Smoltの循環養殖は、自分たち

の食べる分を自分たちで養殖す

るという、完全な循環型のサイク

ルにより、持続可能な食料供給

が可能であり、海洋資源の保全

にもつながるため、事業自体がサ

ステナブルの価値を有している。

そのため、SDGsの観点からも価

値が認められつつあり、科学技術

振興機構の「STI for SDGsア

ワード」の科学技術振興機構理

事長賞を受賞している。今後は一

般消費者に向けて価値を訴求し、

事業としても持続可能なビジネ

スモデルの構築を行う。特に日本

では旬がおいしい、天然こそがお

いしいという価値観が根付いて

おり、価値観の転換を促す必要

がある。そのために、サステナブ

ルの価値を伝えるだけでなく、循

環養殖だからこそのおいしさを

追求し、ブランディングしていき

たいと考えている。

サステナブルの価値と
養殖ならではの
おいしさを追求

キューテック助成金を
活用して魚の
選抜体制を構築

今後の展望

そして一部は人工授精を行い次

の世代の育成に活用する。

　循環養殖は、養殖場間の移動

や海での高水温など魚にストレ

スがかかる生産方法である。地

球温暖化も見据え、あえて厳しい

環境に慣れさせ、ストレス環境に

耐える魚を選抜して掛け合わせ

ることで、ストレス環境下にも高

水温にも強い種を得て生産性・安

定性の向上を図っている。循環養

殖は通常の養殖方法と比べて手

間やコストがかかることから導

入障壁が高く、世界的にも非常

に稀な手法である。

　循環養殖でまず商品化したの

がイクラだ。完全な循環養殖の中

で餌の管理を徹底することで、天

然魚では実現できない黄色いイ

クラの生産を実現し、「つきみい

くら」というブランド名で販売を

開始している。また、サクラマス

の魚肉の活用については、イクラ

と比較して課題があったものの、

試行錯誤の末に2021年に納得

のいく品質のサクラマスが生産

できた。一流料理人とも連携して

最もおいしい食べ方を追求し、

「桜鱒の桜葉締め」を開発、すで

に本格販売を開始している。

　さらに、コロナ禍が始まった

2020年には、外出自粛を余儀な

くされた子ども達に学びの機会

を提供しようと、養殖しているヤ

マメを活用し、親子で学びながら

ヤマメの塩焼き体験ができる「ヤ

マメ Stay At Home キット」を

開発するなど、大学発ベンチャー

ならではの教育的視点での取り

組みも行っている。

宮崎県五ヶ瀬町の養殖場における給餌の様子

つきみいくら 桜鱒の桜葉締め

ヤマメ Stay At Home キット
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株式会社ライトハウス
研究開発助成金 受賞（2020年度/5,000千円）

漁業データのリアルタイム
共有・記録による漁業DXの実現

東京都出身。東京大学経済学研究科経
営専攻修士課程卒業後、戦略コンサル
タントや共同創業した別のベンチャー
企業の役員を歴任する。漁業には縁も
ゆかりも無かったが、人類における「未
知」の領域である海の可能性に着目し、
ライトハウスを立ち上げる。

File.05

　（株）ライトハウス（福岡市中央区）は、ICTを活用した船団運営支援サービス

「ISANA」を展開する企業である。ISANAはソナーや魚群探知機の画像を漁

船間で共有するなど複数の機能を持つ「漁業DX｣サービスである。

　ライトハウスの代表を務める

のは、東京都出身の新藤克貴氏

である。大学院卒業後、戦略コン

サルタントや共同創業した別の

ベンチャー企業の役員を務めて

いた。新たなベンチャー企業の設

立を構想する中で、人類にとって

未知の領域に答えを出したいと

いう思いを持ち、「未知を拓く」と

いう企業理念を定めた。様々な産

業について調べるうちに、人類に

とって未知の領域は「宇宙」か

「海」であろうとの結論に至った。

２つのうち、より市場規模が大き

く、資源の枯渇、魚価の低迷、漁

師の高齢化など課題も多い「海」

に着目し、船舶海洋のIoT化を

テーマとしてライトハウスを設立

した。福岡市に本社を置き、東京

の開発チームと全国にいるビジ

ネスサイドチームとともに、リ

モートワークで事業を展開して

いる。

　ライトハウスは、ICTを活用した

船団運営支援サービス「ISANA」

を展開している。ISANAは、魚群

探知機やソナーの画像を複数の

漁船間で共有するシステムで、漁

船間のコミュニケーションを円滑

にする。沿岸漁業では携帯電話

の回線、沖合漁業では衛星通信

を使用することで広範囲でのコ

ミュニケーションが可能である。

初期費用は沿岸漁業向けのモデ

ルであれば１隻あたり30万円、利

用料は月額１万円からと安価な

料金に設定し、幅広い層の顧客

への提供を実現している。

　ISANAの機能は大きく４つあ

る。１つ目は、｢魚探・ソナー画像共

有機能｣である。デバイスを取りつ

けた船の魚群探知機とソナーの

画像を、複数の船からリアルタイ

ムで見ることができる。通常、魚群

を探す探索船は、魚群探知機やソ

ナーの情報を無線の音声で共有

している。しかし、無線でのコミュ

ニケーションは、聞き取りづらく、

漁師によって画像の解釈にクセが

ある。ベテランの漁師ですら、無

線を通した声では意味がわからな

いことも多々あるという。ISANA

を導入することで、魚群の様子を

一目で読み取ることができる。

　２つ目は、「マップ機能」であ

る。GPSを使い、互いの船の位

置をリアルタイムで共有するこ

とができ、操業中に通った経路

を記録することができる。

新藤 克貴氏

代表取締役 CEO  

【プロフィール】

「未知を拓く」を
企業理念に漁業課題の
解決に向け設立

漁撈※管理を
「聞く」から「見るに」

※魚貝や海藻などの水産物をとること、
　またその作業
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漁師の生の声を反映

今後の展望している。一方、広範囲での情報

共有を実現するため、携帯電話

回線の範囲外となる沖合・遠洋

漁業では衛星通信となり、通信料

が高額となる。そこで、衛星通信

を利用したサービスにおいて、利

便性を維持しつつ、データ送受信

を効率化する技術の開発に、

キューテックの助成金を活用して

いる。実際に沖合・遠洋漁業向け

のトライアルを開始し、サービス

本格開始の日は近い。キューテッ

クの助成金について新藤氏は、

「申請から採択、入金までが非常

に早いので、事業がスムーズに進

められた。用途の自由度も高く、

開発の進捗に合わせて柔軟に助

成金を活用することができた。」

と話している。

　ISANAは漁業の効率化、収入

増につながるサービスであるが、

今後は海洋資源管理に関しても

具体的な活用方法を検討してい

る。水産庁では、漁業者に対し

て、どこでどれだけ漁を行ったか

漁獲成績報告を義務付けてお

り、その電子化の動きが推進され

ている。ISANAを活用すれば、各

船から収集した漁獲データを統

合することによって、資源量の見

える化ができるだろう。ライトハ

ウスでは、漁業DXを通して、加工

や流通を含めた水産業のサプラ

イチェーン全体の課題解決につ

ながる仕組みを構築することを

目指している。

これまで無線でやり取りしてい

た位置関係を地図上で目視する

ことができる。他の船が既に通

過したポイントをもう一度探索す

る必要が無くなることで、漁の効

率化につながる。

　３つ目は「船上画像共有機能」

である。魚を捕獲する様子を他の

船と共有し、操業の状況を管理す

ることができるほか、魚を貯留す

る魚槽の管理にも活用できる。

　４つ目は「漁獲記録機能」であ

る。各操業日の魚種ごとの漁獲高

などの情報をクラウド上に保存

し、好きなときに見返すことがで

きる。これにより、前年に魚がよ

く捕獲できた漁場に的を絞って

漁を行うことが可能である。逆

に、数日間の漁の場合、すでに魚

を捕獲したことのある位置で再

び漁をしてしまうことを防ぐこと

ができる。

　ISANAは東京や福岡といった

都市部のみで開発したソリュー

ションではない。開発にあたり、

漁が行われる現場に赴き、泥臭

いヒアリングを行い、ユーザーで

ある漁師の生の声を反映させた。

開発メンバーは全く漁業に関わ

りが無かったが、実際に漁船に乗

船することで、どのような作業が

生じるのか、ソナーや魚群探知

機、カメラでどのようなデータを

収集しているのか、徹底的に現場

目線で観察を行った。漁師の生の

声を機能に反映させることで漁

業の効率化に貢献することがで

き、多くのユーザー獲得に繋がっ

ている。

　各地の漁師と積極的に関わり

を持つなかで、ISANAのサービ

ス以外にも、船団の人材不足や後

継者不足、休漁期の仕事不足など

の問題について漁師から相談を

受けるようになった。そこで、漁

業の人材を最適化するサービス

WaaFを立ち上げた。漁師はこれ

まで縁故採用が多く、ITを活用し

た民間の求人情報サービスや

マッチングサービスを利用しない

ことが人手不足の一因となってい

る。WaaFでは、ITを活用した人

材募集の一元化や、休漁期や盛

漁期などの時期に合わせた人材

の最適配置のサポートを行って

いる。

　ISANAは、漁師の目線から構

築された高い機能から、全国各地

の漁場で着々とユーザーを増や

漁獲記録機能の画面（出所：ライトハウス提供）

船上画像共有機能の画面
（出所：ライトハウス提供）

マップ記録機能の画面
（出所：ライトハウス提供）

魚探・ソナー画面共有機能の概要図（出所：ライトハウス提供）

沖合漁業向けサービスの
開発にキューテック
助成金を活用

10   KYUTEC vol.85 KYUTEC vol.85  11



キューテック助成金の
助成実績

1. ベンチャー企業・中小企業部門

1,260

321

25.4%

940,780

44

7

15.9%

29,960

44

9

20.5%

40,000

25

8

32.0%

38,125

44

10

22.7%

40,605

40

8

20.0%

25,500

1,063

279

26.2%

766,590

応募件数①

交付件数②

交付率（②/①）

助成金額（千円）

2017年
1985年

～

2016年
2018年 2019年 2020年 2021年 累 計

2. 大学・高専部門

85

32

37.6%

83,595

35

6

17.1%

29,800

33

11

33.3%

19,795

9

8

88.9%

15,000

8

7

87.5%

19,000

応募件数①

交付件数②

交付率（②/①）

助成金額（千円）

2017年
1985年

～

2016年
2018年 2019年 2020年 2021年 累 計

2018年度より
大学を助成対象に

追加

2019年度より
高専を助成対象に

追加

　キューテックでは1985年の設立以来、ベンチャー・中小企業部門で延べ「1,260件」、

大学・高専部門で延べ「85件」の研究開発に対して助成金の交付を行なっています。
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2021年度
助成金交付先概要

1. ベンチャー企業・中小企業部門

2. 大学・高専部門

企業名 研究開発テーマ所在地代表者名

学校名 研究開発テーマ所在地研究者名

NOVIGO Pharma株式会社

F.MED株式会社

株式会社Regnio

HMS株式会社

JSCテクノロジー株式会社

株式会社ハイドロネクスト

ハインツテック株式会社

石濱 航平

下村 景太

中野 雅俊

胡　振程

佐藤 郁

永井 正章

青木 睦子

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

熊本県

大分県

福岡県

硬性鏡ホルダーロボットの開発

深層強化学習を用いた生産計画最適化アルゴリズムの開発

産業用高精細３D AIカメラSiNGRAY R+の開発

データセンター向け省エネルギー革新技術開発と事業化

水素透過金属膜を活用した、超高純度水素の精製

細胞治療用複合ナノ注射器の開発

次世代経皮吸収技術を基盤とする新規モダリティの
開発と販売

国立大学法人九州大学

国立大学法人九州大学

国立大学法人山口大学

国立大学法人九州工業大学

国立大学法人長崎大学

公立大学法人
北九州市立大学

楊井 伸浩

川又 理樹

赤田 倫治

宮本 弘之

李 丞祐

坂本 憲穂

福岡県

福岡県

山口県 

福岡県

福岡県

長崎県

光アップグレードによる新たな光の価値創造

特発性肺線維症に対する免疫細胞輸注療法の開発

安全装置搭載ゲノム編集法による革新的遺伝子治療
プラットフォーム

核酸医薬・核酸ワクチンに寄与する大容量PCRによる
DNA製造技術の開発

球駆動方式全方向移動台車を備える高精度・高効率な
協働ロボットの開発

匂いによるがん検知デバイス光鼻（Opti-nose）
プラットフォームの構築

　2021年度は総応募件数「79件」のうち、ベンチャー企業・中小企業部門「7件」、

大学・高専部門「6件」の研究開発に対して、助成金の交付を行いました。
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